
2021年2月19日㈮～21日㈰
3日間で 1,000円

日 時

参加費

第18回 日本臨床腫瘍学会学術集会

開催趣旨

Patient Advocate 
Program

患者・家族、一般の方々にむけた特別プログラム
医療機関、ヘルスケア関係企業、メディア、広告代理店等に勤務し主たる収入を得ている方は一般参加枠でお申込みください。

完全
WEB開催

日本臨床腫瘍学会は、がん薬物療法専門医を中心とした
学会です。
学術集会中に開催するペイシェント・アドボケイト・プ
ログラム（PAP）は、目覚ましい発展を示すがん治療領域
における最新の情報が皆さまと正しく共有され、より良
いがん医療の実現につながることを願い、本学会関連部
会委員と全国がん患者団体連合会とが共同して企画し
ています。
基礎講座は、がん医療やがん対策について学ぶこと、応
用講座では臨床試験などへの「患者・市民参画の推進」が
主要なテーマとなっています。
新型コロナ感染症の影響でWEB開催となりましたが、
今まで参加できなかった患者さんやご家族にも参加い
ただけることを期待しています。
PAPにより、皆さまと本学会員が課題を共有し、進化す
るがん治療の恩恵を多くの方に享受いただける機会と
なることを願っています。
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PROGRAM
開　始 終　了 時間（分） 演題名/演者名

2/19
（金）

9:00 9:20 20 オリエンテーション　全国がん患者団体連合会または臨床腫瘍学会部会委員による

9:30 10:20 50 PAP基礎講座① 「がんのゲノム医療」　間野博行（国立がん研究センター）

10:30 11:20 50 PAP基礎講座② 「AYA 世代のがん」　清水千佳子（国立国際医療研究センター病院 がん総合診療センター）

13:00 13:50 50 PAPメディカルセミナー 「がんの相談支援と情報提供（仮）」 共催：ファイザー株式会社　
若尾文彦（国立がん研究センターがん対策情報センター）

15:00 15:50 50 PAP基礎講座③ 「小児がん」　松本公一（国立成育医療研究センター小児がんセンター）

16:00 16:50 50 PAP基礎講座④ 「希少がん」　川井章（国立がん研究センター中央病院 骨軟部腫瘍科）

17:00 17:50 50 PAP基礎講座⑤ 「高齢者のがん」　長島文夫（杏林大学医学部腫瘍内科学）

18:00 18:50 50 PAP基礎講座⑥ 「がんのリハビリテーション」　辻哲也（慶應義塾大学医学部 リハビリテーション医学教室）

2/20
（土）

10:00 10:50 50 PAP特別企画① 「Patient empowermentのための多職種連携」
上野直人（The University of Texas MD Anderson Cancer Center）

11:00 11:50 50 PAP基礎講座⑦ 「がんの疼痛診療」　松岡弘道（近畿大学医学部内科学心療内科部門/近畿大学病院緩和ケアセンター）

13:30 14:20 50 PAPメディカルセミナー 「COVID-19ががん診療に与えた影響（仮）」 共催：ファイザー株式会社　
佐々木治一郎（北里大学 医学部附属新世紀医療開発センター 横断的医療領域開発部門臨床腫瘍学）

15:30 16:20 50 PAP基礎講座⑧ 「ACP（アドバンス・ケア・プランニング）」　木澤義之（神戸大学）

16:30 17:20 50 PAP特別企画② 「PMDA hour」　藤原康弘（医薬品医療機器総合機構）

17:30 18:20 50 PAP特別企画③ 「COVID-19とがん医療」　
佐々木治一郎（北里大学 医学部附属新世紀医療開発センター 横断的医療領域開発部門臨床腫瘍学）

2/21
（日）

8:40 9:30 50 PAP応用講座① 「治験を含む臨床試験の枠組みについて」　藤原紀子（東京大学医科学研究所附属病院 緩和医療科）

9:40 10:30 50 PAP応用講座② 「臨床試験と倫理指針について」　竹下啓（東海大学医学部基盤診療学系医療倫理学領域）

10:40 11:30 50 PAP応用講座③ 「ガイドラインにおけるクリニカルクエスチョンとは」
佐々木治一郎（北里大学 医学部附属新世紀医療開発センター 横断的医療領域開発部門臨床腫瘍学）

14:30 15:20 50

PAP応用講座④ 「グループディスカッション（１）」
佐々木治一郎（北里大学 医学部附属新世紀医療開発センター 横断的医療領域開発部門臨床腫瘍学）
番匠章子（北里大学北里研究所病院・がん看護専門看護師）
前田実花（北里大学病院 Human Research Protections 室／薬剤部）

15:30 16:20 50

PAP応用講座⑤ 「グループディスカッション（２）」
佐々木治一郎（北里大学 医学部附属新世紀医療開発センター 横断的医療領域開発部門臨床腫瘍学）
番匠章子（北里大学北里研究所病院・がん看護専門看護師）
前田実花（北里大学病院 Human Research Protections 室／薬剤部）

※都合によりプログラムが変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。　※PAPはWEB（Zoom）で配信されます。
※学術集会本会のセッションも、18日から4日間、一部を除いて聴講できます。また学会終了後（3月1日～31日）にもWEBで聴講できる予定です。

応 募 方 法

お問合せ：一般社団法人全国がん患者団体連合会　pap2021@zenganren.jp
返信にお時間をいただく場合があります。ご了承ください。

https://reg-cloud.com/jsmo2021pap/Entry/RegTop.aspx
応募期間 2020年11月4日（水）正午～2021年1月29日（金）正午
募集人数 500人（原則先着順）　ただし3日目午後に開催の応用講座グループディスカッションは60人限定

参加方法
申込みの受付、参加費の入金を確認しましたら、後日、学術集会WEB視聴ページURLおよび視聴用ID・パスワード
をご案内します。
参加費（1,000円）はクレジット決済をお願いいたします。

注意事項  �
①WEB開催でZoom機能を使用します。利用できる環境をご自身でご準備ください。技術的なサポートはいたしません。�②PAPセッションではZoomウェビナー機能を使用し、講師への質問はQ&Aで受け付ける
予定ですが、進行を妨げるような質問はお控えください。�③学術集会本会プログラムを聴講される場合、発表者・医療従事者への質問は禁止です。�④画面のスクリーンショット、動画収録、音声録音は禁止です。
⑤薬機法の「広告の制限」により、企業共催セミナーには参加できません。�⑥参加にあたっての注意事項をお伝えするオリエンテーションを必ず視聴してください。
上記①～⑥を遵守いただけない方は、申込み手続き完了後であっても参加できなくなる場合があることをご了承ください。

応募基準

第18回日本臨床腫瘍学会学術集会PAPの開催趣旨を理解し、注意事項を遵守いただける患者、家族、市民が対象です。ただし、以下に該当する団体に所属、または個人として
該当する場合には対象となりません。
●特定の医療機関、医師を支持、あるいは助成を受けている�●承認、未承認にかかわらず、特定の治療法を支持、推進している�
●特定の健康食品、健康器具等を推奨、販売している�●特定の政治団体、宗教等を支持、あるいは助成を受けている�●反社会勢力との関わりがある
＊以上の項目は、個人の信教の自由、及び政治活動の自由を妨げるものではありません。

下記URLまたはQRコードよりご応募ください



三原じゅん子厚生労働副大臣への要望書手交（2020年11月25日）

小児とAYA世代の妊孕性温存治療に要する費用の保険適応や助成制
度の創設等の経済的支援、医療機関の整備、情報提供、相談支援
（意思決定支援）、精神心理的な支援を行うことを要望

小児とAYA世代のがん患者の妊孕性温存への支援を求める要望書

沖縄県がん診療連携協議会資料



小児とAYA世代のがん患者の妊孕性温存への支援を求める要望書（NHKニュース）

沖縄県がん診療連携協議会資料

NHKニュース（2020年11月25日）より



令和 2年 11月 27日 

内閣総理大臣   菅   義偉 様 

厚生労働大臣   田村 憲久 様 

経済再生担当大臣 西村 康稔 様 

 

一般社団法人全国がん患者団体連合会（全がん連） 

理事長 天野 慎介 

 

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う緊急要望書 

 

はじめに、新型コロナウイルスの感染拡大が進む中、日々医療の最前線で治療に尽力されている医療従事

者の皆様、保健所職員と関係省庁の皆様、並びに私たちの生活を支えている業務関係者の皆様に、心から敬意

と感謝を申し上げます。また、感染により亡くなられた方々に謹んでお悔やみを申し上げるとともに、罹患さ

れた全ての皆様に対し１日も早いご回復をお祈り申し上げます。 

新型コロナウイルス感染拡大の防止に向けては、これまでもクラスター対策や医療体制の強化、並びに、

人と人との接触機会の低減を組み合わせた対策などを講じ、感染拡大の抑制が図られてきました。しかし、新

規感染者と重症者数の増加傾向が顕著になってきており、各地で医療提供体制がひっ迫し、崩壊の危機にある

とされています。 

これらの影響は私たちがんの日常医療にも及びつつあり、こうした状況が続くと、医療者の疲弊はもとよ

り、がん治療の中止や延期、検診を含めた受療の差し控えなどによるがん患者の重症化なども懸念されます。

また、感染対策の強化と感染症拡大の影響により社会経済活動で影響を受ける人々が生じてきており、今後は、

経済的な困窮を理由に治療を中止、あるいは変更せざるを得ない患者も出てくることが懸念されます。 

新型コロナウイルス感染症の拡大や経済困窮によって失われる命、また最前線で働く医療従事者や介護従

事者、保健所職員などの命も、一人一人がかけがえのない大切な国民の命です。それぞれの命を救うため、以

下の対策を速やかに強化してくださるよう要望いたします。 

 

記 

 

⚫ 医療体制のひっ迫を避けるため、感染対策を強化するとともに、外科手術や検査、オンライン診療の適

切な実施と拡充など、がん患者を含む命に関わる疾病の患者が、必要な時に必要な医療が受けられる体

制を守るための施策を速やかに進めてください。また、様々な感染予防の対策にも関わらず、医療提供

体制がひっ迫した状況に陥り、やむを得ず限られた医療資源の選択をせざるを得ない場合に恣意的な判

断が行われることがないよう、必要な施策を実施してください。 

⚫ コロナ診療のための病床確保のために、がん患者を含む命に関わる疾病の患者が転院せざるを得ない状

況を回避するために、必要な施策を実施してください。 

⚫ 新型コロナウイルス感染症の拡大や、これに伴う経済的な影響を受ける人への救済策の拡充、助成など

経済支援策の継続を速やかに検討してください。 

⚫ 保健所を含む地域の医療体制の人的、予算的強化を速やかに検討してください。 

 

以上 



新型コロナウイルス感染症拡大に伴う緊急要望書（NHKニュース）

沖縄県がん診療連携協議会資料

NHKニュース（2020年11月29日）より



コロナ下の日本のがん診療・米国のがん診療
2020.12.30 WED 22:00-23:30

緊急オンラインディスカッション

テキサス大学MDアンダーソン
がんセンター乳腺腫瘍内科教授

北里大学病院副院長
集学的がん診療センター

センター長

上野直人 氏 佐々木治一郎 氏

CSRプロジェクト
理事長

桜井なおみ 氏

がん研有明病院副院長
乳腺センター長
感染症科部長

大野真司 氏

昭和大学保健医療学部
看護学科教授

渡邊知映 氏

にてライブ配信

主催 一般社団法人全国がん患者団体連合会

収録動画は全国がん患者団体連合会の
YouTubeチャンネルでも後日配信予定https://youtu.be/rBFF05nGYSg

司会 全国がん患者団体連合会理事長

天野慎介

福島県立医科大学附属病院副院長
福島県立医科大学腫瘍内科学教授

佐治重衡 氏



緊急ディスカッション「コロナ下の日本のがん診療・米国のがん診療」に関する報道（NHKニュース）

沖縄県がん診療連携協議会資料

NHKニュース（2020年12月31日）より




